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中長期的な視野に立ってグローバルなCSR経営を推進
　ブラザーグループは、中長期的な視野に立ってグローバルなCSR経営を推進することで、さらなる事業の成長を目指すとと
もに、「Brother」を、お客様をはじめとするすべてのステークホルダーから信頼されるグローバルなブランドとして確立するこ
と、そして、従業員にとってブラザーグループが心の底から「誇りの持てる企業」となることを目指しています。
　こうした考えのもと、ブラザーグループはステークホルダーから信頼される活動を一つ一つ積み重ね、持続的に成長してい
きます。

信頼されるブランドを目指して
　ブラザーグループは、ブランドとは、「グローバルに統一感のある、明確なもの」であり、「その時の事業や経営の状況にとら
われない、強く普遍的なもの」であるべきだと考えています。こうした考えに基づいて、
●「ブラザーグループ グローバル憲章」に基づいた意思決定と行動
●環境スローガン「Brother Earth」に基づく地球環境への配慮
を中心に、お客様を第一とするすべてのステークホルダーの要請や期待に応え、「Brother」を「信頼できるブランド」として確
立していきます。

ブラザーグループのCSR経営
　ブラザーグループは1999年、グループ各社とグループ従業員の日々の意思決定と実行に関する「基本方針」と「行動規範」
から成る「ブラザーグループ グローバル憲章」を制定しました。このグローバル憲章はお客様への優れた価値の提供」を重視
しており、お客様を第一のステークホルダーと位置付けています。
　ブラザーグループは、グループ全体でこうした「お客様第一」の姿勢を貫くことで事業を成長させてきました。それによって、
ブラザーグループがお客様をはじめとするさまざまなステークホルダーに与える影響も拡大し、それに伴いステークホルダー
からの「要請や期待」も拡大しています。こうした中、ブラザーグループは2008年度、ステークホルダーからの要請や期待に応
えていくことを、さらなる成長の推進力とし、
●中長期的な視野に立ち、“At your side.”の精神でさまざまなステークホルダーからの要請や期待に対して責任を果たすこと
●それらを経営の新たな機会として捉え行動を起こすこと
をCSR経営の2本柱として定め、グループ各社が世界各地で自律的に取り組むことでグローバルにCSRを推進していくこと
としました。こうしたCSR経営によって、ブラザーグループは、中長期ビジョン「グローバルビジョン21」を達成していきます。
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